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今年の夢、目標は？
校 長 大根田 裕一

新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。
冬休みの間、子どもたちは幸い大きな事故やけがもなく、楽しく過ごせた
ようです。ご家庭での、きめ細かなご指導に感謝いたします。
さて、ご家庭では、新年をどのように迎えられたでしょうか。初夢はご

覧になったでしょうか。始業式では、初夢にちなんで、次のような話をし
ました。

初夢の「夢」は夜寝ているときに見るものだけれど、「夢」という言葉にはもう一つ意
味がありますね。あなたの将来の夢はなんですか？という質問のあの「夢」です。
「スポーツ選手や宇宙飛行士になりたい」とか、「ケーキ屋さんやお花屋さんなどのお

店をやりたい」などの将来の夢をもっている人もいるでしょう。夢をもつことはとても
いいことです。なぜなら夢をもつことは目標をもつことだからです。その夢を実現させ
るためにたくさん練習や勉強をしなくてはいけません。夢をもつことで目標にむかって
たくさん努力をする気持ちがわいてきます。努力をすると毎日少しずつできることが増
えていきます。できることが増えていくと楽しくなって、またさらに努力する気持ちが
生まれます。
でも、「まだ何も夢がないなあ」という人もいるでしょう。心配しなくていいですよ。

夢を探すことを夢にしましょう。なにも大人になってからなりたいものを考えるのだけ
が夢ではありません。ちょっと先の目標をもつのも立派な夢です。「二重跳びができるよ
うになりたい」とか、「算数のテストで１００点を取りたい」でもいいですね。達成でき
たらまた次の目標を考えればいいです。
どんどん新しい夢が出てきそうでワクワクするでしょう？１年の始まりに、一人ひと

りが自分に合った夢を考えて欲しいと思います。
皆さんが年の始めに立てた目標、「なりたい自分」に向かってこの１年間がんばりまし

ょう。皆さん一人ひとりにとって素晴らしい年になりますことをお祈りします。

今年１年、皆様、そしてお子様はどんな夢や目標をもたれたでしょうか。３月の卒業式・
修了式まであと５０日ほどです。１年のまとめをしっかりとし、来るべき次年度の備えをす
るときです。夢や目標の実現に向かって欲張ることなく、こつ
こつと努力を続けることが大切だと思います。
授業中にがんばって発表すること、学習した漢字の読み書き

や計算を正確にできるようにすること、苦手だった縄跳びや鉄
棒ができるようになること、忘れ物をせずきちんと持ち物をそ
ろえて授業に臨むことなど、身近で小さなことでも良いので、
自分の目標や課題をしっかりともち、夢に向かって努力を続け
てほしいと思います。
しかし、なかなか努力しても目に見えるような成果として現

れないときもあるでしょう。いやになってやめてしまおうと思
うときがあるかもしれません。そ
んなときこそ、子どもたちに「課
題はそう簡単には実現しないのが
当たり前だ」と実感させるよい機
会だと思います。焦らず、あきら
めずにこつこつと続ける大切さを
小学生の時に実感してほしいと願
っています。そして、その応援団
としてご家族や学校が後押しを続
けるのだと考えます。今年もよろ
しくお願いいたします。
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